
　

昨
年
か
ら
医
療
現
場
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
が
、
２
０
２
２
年
度
は
改

正
医
療
法
に
よ
る
外
来
機
能
報
告
制
度
の

創
設
と
診
療
報
酬
改
定
と
い
う
二
つ
の
大

き
な
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

　

既
に
一
般
病
床
と
療
養
病
床
を
持
つ
病

院
・
診
療
所
に
は
病
床
機
能
報
告
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
改
正
医
療
法
に
よ

り
22
年
10
月
か
ら
は
外
来
機
能
報
告
も
行

う
こ
と
に
な
る
。

　

患
者
が
医
療
機
関
を
選
択
す
る
に
あ
た

り
、
外
来
に
関
す
る
機
能
の
情
報
が
十
分

に
は
得
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
ま
た
大

病
院
志
向
に
よ
っ
て
大
規
模
な
病
院
に
患

者
が
集
中
し
が
ち
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
患
者
に
と
っ
て
は
待
ち
時
間
が
長

く
な
り
、
勤
務
医
師
ら
に
は
外
来
の
負
担

が
大
き
く
長
時
間
労
働
の
一
因
に
も
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
医
療
機
関
が
外
来
機
能
を
報
告
し
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
地
域
で
外
来
機
能

の
明
確
化
・
連
携
で
必
要
な
協
議
を
行
う
。

そ
の
結
果
、「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用

す
る
外
来
」
を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
医

療
機
関
を
明
確
化
し
公
表
す
る
こ
と
で
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
等
を
受
診
し
、
必

要
に
応
じ
て
基
幹
的
な
医
療
機
関
に
紹
介
、

治
療
な
ど
の
後
に
か
か
り
つ
け
医
等
に
逆

紹
介
す
る
と
い
う
流
れ
の
構
築
を
想
定
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
仕
組
み
は
昨
年
末
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革

の
方
針
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
大
病
院
へ

の
患
者
集
中
を
防
ぎ
か
か
り
つ
け
医
機
能

の
強
化
を
図
る
た
め
の
定
額
負
担
の
拡

大
」
に
も
関
連
し
て
い
る
。
紹
介
患
者
へ

の
外
来
を
基
本
と
す
る
医
療
機
関
（
医
療

資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
を
地
域

で
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
）
の
う
ち
一

般
病
床
２
０
０
床
以
上
の
病
院
に
つ
い

て
、
紹
介
状
な
し
で
外
来
受
診
し
た
場
合

の
定
額
負
担
を
患
者
に
求
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
22
年
度
中
に
定
額
負
担
の
対
象

の
明
確
化
を
図
る
。

　

外
来
機
能
報
告
制
度
の
創
設
を
目
前
に

控
え
、
厚
生
労
働
省
は
内
容
を
議
論
す
る

場
と
し
て
「
外
来
機
能
報
告
等
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
開
催
し
、
医

療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
の
具

体
的
な
項
目
や
外
来
機
能
報
告
の
項
目
、

地
域
に
お
け
る
協
議
の
場
、
基
幹
的
に
担

う
医
療
機
関
の
基
準
、
紹
介
・
逆
紹
介
の

推
進
、
診
療
科
ご
と
の
外
来
分
析
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
９
月
中

旬
ま
で
に
主
だ
っ
た
論
点
の
議
論
の
一
巡

目
を
終
了
し
た
。
現
在
実
施
し
て
い
る
紹

介
・
逆
紹
介
に
関
す
る
医
療
機
関
調
査
な

ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
秋
以
降
に
詳
細
を
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詰
め
て
い
き
、
12
月
中
に
は
最
終
的
な
と

り
ま
と
め
を
行
う
。
第
１
部
で
は
現
在
ま

で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
外
来
機
能
報
告
の

仕
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
は
、
同
様
に
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
が
９
月
末
で
コ
ロ
ナ
・
感
染
症
対
策
、

外
来
、
入
院
、
調
剤
、
歯
科
、
在
宅
、
個

別
事
項
の
各
論
点
の
議
論
を
一
巡
し
て
お

り
、
10
月
か
ら
は
具
体
的
な
論
点
を
掘
り

下
げ
た
議
論
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

1
巡
目
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
経

過
措
置
や
特
例
措
置
の
取
扱
い
が
焦
点
と

な
っ
て
い
た
。
20
年
度
改
定
で
行
わ
れ
た

施
設
基
準
の
経
過
措
置
な
ど
は
2
回
の
延

長
を
経
て
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
病

院
な
ど
に
対
す
る
経
過
措
置
は
21
年
度

末
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今

年
4
月
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
全
患
者

を
対
象
に
し
た
外
来
1
回
5
点
、
入
院

1
日
10
点
を
上
乗
せ
し
て
い
る
診
療
報

酬
の
特
例
措
置
や
、
介
護
報
酬
の
基
本

報
酬
に
0.1
％
上
乗
せ
す
る
措
置
は
、
日

本
医
師
会
や
病
院
団
体
、
介
護
関
係
団
体

が
延
長
を
求
め
て
い
た
が
、
財
務
省
が

強
く
反
発
し
9
月
末
で
終
了
し
た
。
一

方
で
、
コ
ロ
ナ
患
者
対
応
医
療
機
関
に

対
し
、
自
宅
・
宿
泊
療
養
者
の
緊
急
往
診

の
報
酬
や
、
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
の
投
与

な
ど
へ
の
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
に
手
厚
い

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
冬

期
の
感
染
拡
大
に
備
え
て
万
全
を
期
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

2
巡
目
の
議
論
で
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

対
応
を
踏
ま
え
た
入
院
・
外
来
機
能
の
評

価
の
あ
り
方
が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。
国

は
こ
れ
ま
で
に
コ
ロ
ナ
関
連
で
特
例
措
置

や
補
助
金
を
頻
発
し
て
お
り
、
各
病
院
団

体
の
調
査
で
は
と
く
に
今
年
に
入
っ
て
病

院
の
経
営
状
況
が
改
善
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
で
医
療
崩
壊
の
状
況
に
あ
っ
た
第
4

波
、
第
5
波
が
収
束
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
重
症
化
す
る
患
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
後
半
戦
で
は
財
務
省
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
へ
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い

く
と
み
ら
れ
る
。
入
院
で
は
支
払
側
が
18

年
度
改
定
で
実
施
さ
れ
た
入
院
医
療
の
評

価
体
系
の
見
直
し
を
強
く
求
め
て
お
り
、

今
後
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。
首
相
は
交

代
し
た
が
、
菅
義
偉
前
首
相
の
肝
い
り
で

あ
っ
た
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

恒
久
化
、
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
な
ど

は
引
き
続
き
議
論
さ
れ
て
い
く
。

　

特
集
の
第
２
部
で
は
、
こ
う
し
た
中
医

協
で
の
１
巡
目
の
議
論
を
振
り
返
る
こ
と

で
全
体
を
概
観
し
て
い
く
。
次
回
改
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
掴
み
、
２
巡
目
の
議
論
を
注

視
し
て
ほ
し
い
。

（
文
／
編
集
部
）
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な
ど
の
議
論
を
基
に
、
外
来
機
能
報
告
を

法
制
化
す
る
改
正
医
療
法
が
策
定
さ
れ
、

21
年
5
月
に
成
立
し
た
。
改
正
医
療
法
で

規
定
さ
れ
た
の
は
、
医
療
機
関
が
都
道
府

県
に
外
来
医
療
の
実
施
状
況
を
報
告
（
外

来
機
能
報
告
）
し
、
報
告
を
踏
ま
え
、「
地

域
の
協
議
の
場
」
で
外
来
機
能
の
明
確
化
・

連
携
に
向
け
て
必
要
な
協
議
を
行
う
。
そ

こ
で
「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る

外
来
」
を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
医
療
機

関
（
紹
介
患
者
へ
の
外
来

を
基
本
と
す
る
医
療
機
関
）

を
明
確
化
す
る
と
い
う
も

の
。
22
年
4
月
1
日
に
施

行
す
る
。

　

具
体
的
な
枠
組
み
を
議

論
す
る
の
が
厚
労
省
の「
外

来
機
能
報
告
等
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

だ
。
検
討
事
項
は
①
外
来

機
能
報
告
（
実
施
方
法
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
）、
②

「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活

用
す
る
外
来
」
に
該
当
す

る
外
来
の
項
目
や
、
同
外

来
の
名
称
、
③
「
医
療
資

源
を
重
点
的
に
活
用
す
る

外
来
を
地
域
で
基
幹
的
に

担
う
医
療
機
関
」
の
国
が

定
め
る
基
準
、
④
地
域
に

　

外
来
機
能
報
告
制
度
創
設
の
直
接
の
出

発
点
は
、
政
府
の
全
世
代
型
社
会
保
障
検

討
会
議
に
お
け
る
議
論
だ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
骨
太
の
方
針
な
ど
で
病
院

と
診
療
所
の
機
能
分
化
や
か
か
り
つ
け
医

機
能
の
推
進
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
た
が
、

２
０
１
９
年
か
ら
の
同
会
議
の
議
論
で
、

外
来
受
診
時
定
額
負
担
の
あ
り
方
が
俎
上

に
載
っ
た
。
19
年
12
月
の
中
間
報
告
で
は
、

紹
介
状
の
な
い
患
者
が
大
病
院
を
外
来
受

診
し
た
場
合
の
初
診
時
・
再
診
時
の
定
額

負
担
に
つ
い
て
、
患
者
の
負
担
額
を
増
額

し
、
増
額
分
は
公
的
医
療
保
険
の
負
担
を

軽
減
す
る
よ
う
改
め
る
と
と
も
に
大
病

院
・
中
小
病
院
・
診
療
所
の
外
来
機
能
の

明
確
化
を
打
ち
出
し
つ
つ
、
対
象
を
病
床

数
２
０
０
床
以
上
の
一
般
病
院
に
拡
大
す

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
。
20
年
夏
頃
に
最

終
報
告
を
ま
と
め
、
遅
く
と
も
22
年
度
初

め
ま
で
に
改
革
を
実
施
す
る
と
し
た
こ
と

か
ら
、
20
年
1
月
に
は
社
会
保
障
審
議
会

医
療
保
険
部
会
と
医
療
部
会
で
具
体
的
な

枠
組
み
の
検
討
を
開
始
し
た
。
議
論
が
本

格
化
す
る
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
で
中
断
し
た
の
は
周

知
の
と
お
り
だ
。

　

同
会
議
の
最
終
報
告
は
年
末
に
延
長
さ

れ
、
医
療
保
険
部
会
や
医
療
部
会
は
秋
か

ら
よ
う
や
く
議
論
を
再
開
。
定
額
負
担
の

対
象
は
当
初
２
０
０
床
以
上
と
し
て
い
た

が
、
部
会
な
ど
で
の
議
論
で
は
「
２
０
０

床
以
上
」
と
い
う
線
引
き
自
体
を
疑
問
視

す
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
方
向
転

換
が
図
ら
れ
た
。
同
年
12
月
の
最
終
報
告

で
は
、
定
額
負
担
の
対
象
は
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
明
確
化
さ
れ
る
「
紹
介
患
者
へ

の
外
来
を
基
本
と
す
る
医
療
機
関
」
で
一

般
病
床
２
０
０
床
以
上
の
病
院
に
限
定
。

現
在
、
定
額
負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

特
定
機
能
病
院
（
86
病
院
）
と
２
０
０
床

以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
（
５
８
０
病

院
）
の
ほ
か
、
一
般
病
床
２
０
０
床
以
上

の
病
院
は
６
８
８
病
院
あ
る
が
、
同
外
来

と
し
て
明
確
化
さ
れ
た
病
院
の
み
と
な
る

た
め
、
実
際
に
指
定
さ
れ
る
病
院
は
限
ら

れ
そ
う
だ
。

  

改
正
医
療
法
で
の
規
定
内
容

　

併
行
し
て
開
か
れ
た
社
保
審
医
療
部
会

お
け
る
協
議
の
場
で
の
検
討
の
進
め
方
な

ど
、
⑤
そ
の
他
の
検
討
事
項
（
紹
介
・
逆

紹
介
の
推
進
、
診
療
科
ご
と
の
外
来
分
析

等
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
）
の
大
き
く

五
つ
。
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る

外
来
の
機
能
な
ど
は
、
20
年
末
に
「
医
療

計
画
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の

報
告
書
で
大
枠
を
示
し
て
お
り
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
さ
ら
に
詳
細
な
設
計

を
行
っ
て
い
る
。
9
月
末
ま
で
に
、
③
を

第
１
部　

外
来
機
能
報
告
制
度

初
年
度
は
基
幹
医
療
機
関
を
中
心
に
議
論

届
け
出
逃
れ
に
は
協
議
の
場
に
出
席
求
む

「外来機能報告制度と22年診療報酬改定の議論の進捗」
特集 F e a t u r e d  A r t i c l e s
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「外来機能報告制度と22年診療報酬改定の議論の進捗」
特集 F e a t u r e d  A r t i c l e s

除
く
各
項
目
を
1
回
議
論
し
て
お
り
、
10

月
以
降
に
2
巡
目
の
議
論
を
行
い
12
月
中

に
取
り
ま
と
め
る
方
針
。

　

こ
こ
か
ら
は
①
～
⑤
の
項
目
ご
と
に
現

在
ま
で
に
分
か
っ
て
い
る
情
報
を
整
理
し

て
い
く
。（
図
表
1
）

■
外
来
機
能
報
告
の
報
告
内
容

　

外
来
機
能
報
告
の
報
告
項
目
に
つ
い

て
、
改
正
医
療
法
で
は
、
①
医
療
資
源
を

重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
の
実
施
状
況
②

「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来

を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
」
と

な
る
意
向
の
有
無
③
地
域
の
外
来
機
能
の

明
確
化
・
連
携
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
―

の
三
つ
を
規
定
し
て
い
る
。

　

外
来
機
能
報
告
は
地
域
の
外
来
機
能
の

明
確
化
・
連
携
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
報
告
項
目
は
「
医
療
資
源
を
重
点
的

に
活
用
す
る
外
来
を
地
域
で
基
幹
的
に
担

う
医
療
機
関
（
紹
介
患
者
へ
の
外
来
を
基

本
と
す
る
医
療
機
関
）
の
明
確
化
に
資
す

る
も
の
」
と
「
地
域
の
協
議
の
場
に
お
け

る
外
来
機
能
の
明
確
化
・
連
携
に
向
け
た

協
議
に
資
す
る
も
の
」
の
二
つ
の
観
点
で

整
理
し
て
い
る
。
前
者
は
医
療
資
源
を
重

点
的
に
活
用
す
る
外
来
の
実
施
状
況
と
、

基
幹
的
医
療
機
関
と
な
る
意
向
の
有
無
、

紹
介
・
逆
紹
介
の
状
況
な
ど
、
後
者
は
同

じ
く
重
点
的
活
用
外
来
の
実
施
状
況
、
そ

の
他
の
外
来
・
在
宅
医
療
・
地
域
連
携
の

実
施
状
況
、
救
急
医
療
の
実
施
状
況
、
紹

介
・
逆
紹
介
の
状
況
、
外
来
に
お
け
る
人

材
の
配
置
状
況
、
高
額
等
の
医
療
機
器
・

設
備
の
保
有
状
況
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

具
体
的
な
報
告
項
目
の
案
と
し
て
、
①

の
項
目
は
（
図
表
2
参
照
）、
医
療
資
源

を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
の
類
型
ご
と

の
実
施
状
況
を
報
告
す
る
概
況
報
告
と
、

主
な
項
目
の
実
施
状
況
を
報
告
す
る
詳
細

報
告
を
設
け
る
。
概
況
で
は
、
例
え
ば
初

診
（
再
診
）
の
外
来
の
患
者
延
べ
数
と
、

そ
の
う
ち
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
の
患

外来機能報告の報告項目（案）一部抜粋

(2)｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣となる意向の有無
　①｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣となる意向の有無
                                                                                                           〔NDB で把握できない項目〕
   ・国の基準を踏まえ、｢医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関｣となる意向の有無を報告

(3) 地域の外来機能の明確化・連携の推進のために必要なその他の事項
     ①その他の外来・在宅医療・地域連携の実施状況 〔NDB で把握できる項目〕
       ・地域の外来機能の明確化・連携の推進のために必要な外来・在宅医療・地域連携の実施状況を報告

     ②救急医療の実施状況 〔病床機能報告で把握できる項目〕（病床機能報告で報告する場合、省略可） 
       ・休日に受診した患者延べ数、夜間・時間外に受診した患者延べ数、救急車の受入件数を報告

    ③紹介・逆紹介の状況（紹介率・逆紹介率） 〔NDB で把握できない項目〕
       ・紹介率・逆紹介率を報告 （初診患者数、紹介患者数、逆紹介患者数）
         ※紹介率・逆紹介率の定義は、地域医療支援病院における定義、特定機能病院における定義を踏まえて検討する必要
     　  ・紹介率 ･･･ 例：他の病院･診療所から紹介状により紹介された者の数／救急搬送患者を除き、初診があった患者の数
     　  ・逆紹介率 ･･･ 例：他の病院･診療所に紹介した者の数／救急搬送患者を除き、初診があった患者の数

    ④外来における人材の配置状況
          〔専門看護師・認定看護師・特定行為研修修了看護師を除き、病床機能報告で把握できる項目〕（病床機能報告で報告する場合、重複項目は省略可）
       ・医師について、施設全体の職員数を報告
       ・看護師、専門看護師・認定看護師・特定行為研修修了看護師、准看護師、看護補助者、助産師、理学療法士、
         作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、臨床工学技士、管理栄養士について、外来部門の職員数を報告
           ※勤務時間の概ね8割以上を外来部門で勤務する職員を計上。複数の部門で業務を行い、各部門での勤務が通常の勤
              務時間の 8割未満となる場合は、外来部門の職員として計上（病床機能報告と同様の計上方法）

　⑤高額等の医療機器・設備の保有状況 〔病床機能報告で把握できる項目〕（病床機能報告で報告する場合、省略可）
       ・マルチスライスCT（64列以上、16列～ 64列、16列未満）、その他のCT、MRI（3テスラ以上、1.5 ～ 3テスラ未満、
　　　　1.5 テスラ未満）、血管連続撮影装置（DSA法を行う装置）、SPECT、PET、PETCT、PETMRI、ガンマナイフ、サイバー
           　ナイフ、強度変調放射線治療器、遠隔操作式密封小線源治療装置、内視鏡手術用支援機器（ダヴィンチ）の台数を報告

　②医療資源を重点的に活用する外来の実施状況の詳細  〔NDB で把握できる項目〕
     ・医療資源を重点的に活用する外来のうち、主な項目の実施状況を報告

○ 外来機能報告の報告項目について、以下のような報告項目（案）を検討してはどうか。
(1) 医療資源を重点的に活用する外来の実施状況
     ・国から医療機関に NDB により前年度 1 年間（4 ～ 3 月）の実施状況データを提供、医療
       機関は当該データを確認して報告
     ・地域の協議の場での協議に資する観点から、概況と詳細項目に分けて整理

  ①医療資源を重点的に活用する外来の実施状況の概況 〔NDB で把握できる項目〕
     ・医療資源を重点的に活用する外来の類型ごとの実施状況を報告

初診の外来の患者延べ数

人数

人 ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

人

人

％

％

人

人

人

人

人

人

人

再診の外来の患者延べ数

医療資源を重点的に活用する外来の患者延べ数

初診（再診）の外来延べ患者数に対する割合

医療資源を重点的に活用する外来の患者延べ数

医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来の患者延べ数

高額等の医療機器・設備を必要とする外来の患者延べ数
特定の領域に特化した機能を有する外来の患者延べ数

医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来の患者延べ数

高額等の医療機器・設備を必要とする外来の患者延べ数

特定の領域に特化した機能を有する外来の患者延べ数

      ＜報告イメージ（案）＞

初診の医療資源を重点的に活用する外来の患者延べ数

外来化学療法加算を算定した外来の患者延べ数
外来放射線治療加算を算定した外来の患者延べ数

CT撮影を算定した外来の患者延べ数

MRI 撮影を算定した外来の患者延べ数

PET検査を算定した外来の患者延べ数

SPECT検査を算定した外来の患者延べ数

高気圧酸素治療を算定した外来の患者延べ数

画像等手術支援加算を算定した外来の患者延べ数

悪性腫瘍手術を算定した外来の患者延べ数

… …

人数

人

人

人

人

人

人

人

人

人
人

      ＜報告イメージ（案）＞

再診の医療資源を重点的に活用する外来の患者延べ数

外来化学療法加算を算定した外来の患者延べ数
外来放射線治療加算を算定した外来の患者延べ数

CT撮影を算定した外来の患者延べ数

MRI 撮影を算定した外来の患者延べ数

PET検査を算定した外来の患者延べ数

SPECT検査を算定した外来の患者延べ数

高気圧酸素治療を算定した外来の患者延べ数

画像等手術支援加算を算定した外来の患者延べ数

悪性腫瘍手術を算定した外来の患者延べ数

… …

人数

人

人

人

人

人

人

人

人

人
人
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Ｎ
Ｄ
Ｂ
で
分
析
で
き
る
診
療
報
酬
の
外

来
の
項
目
か
ら
、「
Ｋ
コ
ー
ド
（
手
術
）

を
算
定
」「
Ｊ
コ
ー
ド
（
処
置
）
の
う
ち

Ｄ
Ｐ
Ｃ
入
院
で
出
来
高
算
定
で
き
る
も
の

を
算
定
」「
Ｌ
コ
ー
ド
（
麻
酔
）
を
算
定
」

な
ど
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
入
院
を

「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
入
院
」

と
し
、
そ
の
前
後
30
日
間
の
外
来
の
受
診

を
類
型
①
に
該
当
す
る
「
医
療
資
源
を
重

点
的
に
活
用
す
る
外
来
」
を
受
診
し
た
も

の
と
す
る
と
し
た
。

　

②
は
「
外
来
化
学
療
法
加
算
を
算
定
」

「
外
来
放
射
線
治
療
加
算
を
算
定
」「
短
期

滞
在
手
術
等
基
本
料
１
を
算
定
」
な
ど
に

該
当
し
た
外
来
受
診
と
す
る
。
③
は
「
診

療
情
報
提
供
料
Ⅰ
を
算
定
し
た
30
日
以
内

に
別
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
当

該『
別
の
医
療
機
関
』の
外
来
」を
あ
げ
た
。

紹
介
患
者
の
外
来
受
診
に
は
紹
介
元
医
療

機
関
の
専
門
外
の
診
療
科
に
対
す
る
一
般

的
な
医
療
機
関
へ
の
紹
介
も
考
え
ら
れ
る

が
、
現
状
で
は
Ｎ
Ｄ
Ｂ
で
抽
出
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
対
象
と
し
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
透
析
は
医
療
機
器
・
設
備

や
人
材
等
の
医
療
資
源
の
大
き
な
活
用
を

要
す
る
と
し
て
、
同
外
来
に
含
め
る
と
し

た
。
高
額
な
医
薬
品
は
院
外
処
方
が
分
析

対
象
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
院
内
処
方
で
算

定
す
る
件
数
は
少
な
い
と
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
含
め
な
い
と
し
て
い
る
。

者
延
べ
数
を
報
告
す
る
こ
と
で
、初
診
（
再

診
）
に
占
め
る
割
合
を
算
出
す
る
。
詳
細

で
は
、
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る

外
来
の
患
者
延
べ
数
の
う
ち
、「
外
来
化

学
療
法
加
算
を
算
定
し
た
外
来
の
患
者
延

べ
数
」
な
ど
主
な
項
目
の
実
施
状
況
を
報

告
す
る
。
報
告
項
目
の
多
く
は
、
医
療
機

関
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
Ｎ
Ｄ
Ｂ
で
把
握

で
き
る
も
の
を
基
本
と
す
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
国
が
Ｎ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
か
ら
実
施

状
況
を
医
療
機
関
に
提
出
し
、
そ
れ
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
病
床
機
能

報
告
と
重
複
す
る
も
の
は
省
略
で
き
る
よ

う
に
す
る
方
針
だ
。

　

②
の
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
と
な
る

意
向
の
有
無
は
、
国
が
定
め
る
基
準
を
基

に
各
医
療
機
関
が
個
別
に
判
断
し
て
報
告

す
る
。

　

③
地
域
の
外
来
機
能
の
明
確
化
・
連
携

で
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
は
、「
生
活
習
慣

病
管
理
料
を
算
定
し
た
患
者
延
べ
数
」
な

ど
、
地
域
の
外
来
機
能
の
明
確
化
な
ど
の

た
め
に
必
要
な
外
来
・
在
宅
医
療
・
地
域

連
携
の
実
施
状
況
を
Ｎ
Ｄ
Ｂ
を
通
じ
て
把

握
す
る
。
救
急
医
療
の
実
施
状
況
や
外
来

の
人
材
の
配
置
状
況
、
高
額
等
の
医
療
機

器
・
設
備
の
保
有
状
況
は
、
既
に
病
床
機

能
報
告
で
把
握
し
て
い
る
た
め
、
省
略
可

能
だ
。
外
来
の
人
材
の
配
置
状
況
は
、
専

門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
・
特
定
行
為
研

修
修
了
看
護
師
な
ど
の
追
加
項
目
が
あ
る
。

　

紹
介
・
逆
紹
介
の
状
況
は
Ｎ
Ｄ
Ｂ
で
把

握
で
き
な
い
た
め
、
月
単
位
の
初
診
患
者

数
と
紹
介
患
者
数
、
逆
紹
介
患
者
数
を
基

に
紹
介
率
・
逆
紹
介
率
を
報
告
す
る
方

針
。
紹
介
率
な
ど
は
地
域
医
療
支
援
病
院

と
特
定
機
能
病
院
で
定
義
が
異
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
紹
介
率
は
地
域
医
療
支
援

病
院
が
「
紹
介
患
者
の
数
／
初
診
患
者
の

数
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
定
機
能
病
院

で
は
「（
紹
介
患
者
の
数
＋
救
急
用
自
動

車
に
よ
っ
て
搬
入
さ
れ
た
患
者
の
数
）
／

初
診
患
者
の
数
（
休
日
ま
た
は
夜
間
に
受

診
し
た
患
者
の
数
を
除
く
）」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
定
義
の
違
い
は
今
後
整
理
し

て
い
く
。

■
「
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
」
の
項
目

　
「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外

来
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
機
能
の
う
ち
、

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
担
う
医
療
機
関
等

か
ら
紹
介
を
受
け
た
患
者
に
提
供
す
る
こ

と
が
基
本
と
な
る
も
の
と
定
義
し
て
い

る
。
医
療
計
画
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検

討
会
で
は
同
外
来
の
機
能
を
①
医
療
資
源

を
重
点
的
に
活
用
す
る
入
院
の
前
後
の
外

来
②
高
額
等
の
医
療
機
器
・
設
備
を
必
要

と
す
る
外
来
③
特
定
の
領
域
に
特
化
し
た

機
能
を
有
す
る
外
来
（
紹
介
患
者
に
対
す

る
外
来
等
）
の
３
類
型
に
整
理
し
て
い
る
。

■
「
協
議
の
場
」
は
調
整
会
議
な
ど
活
用

　

医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来

を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
（
紹

介
患
者
へ
の
外
来
を
基
本
と
す
る
医
療
機

関
）
や
、
地
域
の
医
療
機
関
の
外
来
機
能

の
明
確
化
・
連
携
を
協
議
す
る
「
地
域
の

協
議
の
場
」
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
な
ど
を
活
用
す
る
方

針
だ
。
外
来
医
療
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
は

こ
れ
ま
で
都
市
部
で
無
床
診
療
所
の
開
設

が
相
次
ぎ
、
地
域
や
診
療
科
の
偏
り
が
課

題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
20
～
23
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
外
来
医
療
計
画
を

都
道
府
県
が
策
定
し
て
い
る
。
同
計
画
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
医
療
構
想
調

整
区
域
ご
と
に
協
議
の
場
を
設
け
て
地
域

で
不
足
す
る
外
来
医
療
等
を
話
し
合
い
、

新
規
に
開
業
す
る
デ
ー
タ
を
示
す
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
る
。
実
際
に
、
都
道
府
県

の
外
来
医
療
計
画
に
関
す
る
協
議
の
場
の

94
％
は
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
を
活
用

し
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
郡
市
区
医
師
会
な
ど
の

地
域
の
学
識
経
験
者
、
代
表
性
を
考
慮
し

た
病
院
・
診
療
所
の
管
理
者
、
医
療
保
険

者
、
市
区
町
村
な
ど
が
望
ま
し
い
と
し
た
。

議
論
の
際
に
は
、
国
が
示
す
重
点
的
活
用

外
来
を
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
の
基
準

に
該
当
す
る
が
、
外
来
機
能
報
告
で
同
医

療
機
関
と
な
る
意
向
を
示
さ
な
か
っ
た
医

「外来機能報告制度と22年診療報酬改定の議論の進捗」
特集 F e a t u r e d  A r t i c l e s
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療
機
関
と
、
国
の
基
準
に
は
該
当
し
な
い

が
基
幹
的
医
療
機
関
と
な
る
意
向
の
あ
る

医
療
機
関
の
出
席
を
求
め
る
。
患
者
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
基
幹

的
医
療
機
関
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
な
い

医
療
機
関
が
出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
基
幹
的
医
療
機
関
と
な
る
か
否
か
は
、

最
終
的
に
は
協
議
の
場
の
議
論
と
そ
の
医

療
機
関
の
意
向
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
基
幹

的
医
療
機
関
が
増
え
な
け
れ
ば
本
来
の
制

度
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
協
議
の
場
で
な
ぜ
希
望

し
な
い
か
を
尋
ね
、
地
域
性
や
医
療
機
関

の
特
性
な
ど
を
考
慮
し
て
議
論
す
る
こ
と

に
な
る
。
協
議
に
直
接
出
席
さ
せ
る
方
法

の
ほ
か
、
当
該
医
療
機
関
に
な
ら
な
い
理

由
を
文
書
提
出
の
み
と
す
る
こ
と
も
認
め

る
。

　

協
議
の
場
の
１
回
目
の
議
論
で
医
療
機

関
の
意
向
と
異
な
る
結
論
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
当
該
医
療
機
関
に
再
度
検
討
を

行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
２

回
目
の
協
議
を
行
う
。
重
点
的
活
用
外
来

を
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
は
医
療
機
関

の
意
向
と
協
議
の
場
の
結
論
が
一
致
し
た

も
の
に
限
り
、
都
道
府
県
が
結
果
を
と
り

ま
と
め
て
公
表
す
る
。

■
紹
介
・
逆
紹
介
の
推
進
な
ど

　

紹
介
・
逆
紹
介
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ

か
ら
得
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
厚
労
省
が
8
月
に
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
集
計
・
分
析

を
受
け
て
具
体
的
な
基
準
を
検
討
す
る
。

調
査
で
は
、
全
国
の
病
院
、
有
床
・
無
床

診
療
所
か
ら
３
万
施
設
程
度
を
対
象
に
、

医
療
機
関
の
基
本
情
報
・
体
制
（
医
療
機

関
名
、
所
在
地
、
病
床
数
、
診
療
科
、
高

額
医
療
機
器
の
台
数
等
）、
紹
介
・
逆
紹

介
の
状
況
（
初
診
患
者
数
、
紹
介
患
者
数
、

逆
紹
介
患
者
数
等
）、
地
域
の
医
療
機
関

と
の
連
携
状
況
（
地
域
連
携
パ
ス
の
利
用

状
況
等
）、
外
来
の
人
員
体
制
な
ど
を
把

握
し
て
い
る
。

　

国
民
へ
の
周
知
方
法
も
議
論
さ
れ
て
お

り
、
地
域
で
の
協
議
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化

を
図
る
た
め
、
協
議
の
場
で
の
提
出
資
料

の
う
ち
患
者
情
報
や
医
療
機
関
の
経
営
に

関
す
る
情
報
な
ど
は
除
き
、
資
料
や
協
議

結
果
を
公
表
す
る
。
基
幹
的
医
療
機
関
は

広
告
可
能
に
す
る
こ
と
や
、
医
療
機
能
情

報
提
供
制
度
の
項
目
に
追
加
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
。
都
道
府
県
は
、
地
域
の
医
療

機
関
の
外
来
機
能
の
明
確
化
・
連
携
の
状

況
と
、
個
々
の
基
幹
的
医
療
機
関
の
医
療

機
関
の
機
能
・
役
割
に
つ
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
す
る
。
国
は

基
幹
的
医
療
機
関
な
ど
の
制
度
上
の
仕
組

み
や
、
受
診
の
流
れ
、
医
療
機
関
ご
と
の

求
め
ら
れ
る
機
能
・
役
割
等
を
周
知
す
る
。

■「
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
」
の
基
準

　
外
来
機
能
報
告
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外

来
を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
医
療
機
関
」

の
国
が
定
め
る
基
準
は
ま
だ
議
論
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
協

議
の
場
の
項
で
も
記
述
し
た
と
お
り
、
基

幹
的
医
療
機
関
と
な
る
か
否
か
は
実
質
的

に
医
療
機
関
側
の
手
あ
げ
に
な
る
。
国
の

基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
患
者
負
担
増
を

懸
念
し
届
け
出
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
協

議
の
場
で
、
そ
う
し
た
医
療
機
関
を
出
席

さ
せ
て
な
ぜ
届
け
出
な
い
か
な
ど
を
尋
ね

協
議
す
る
が
、
最
終
的
に
協
議
の
場
と
医

療
機
関
の
意
向
が
一
致
し
た
場
合
の
み
基

幹
的
医
療
機
関
と
し
て
公
表
さ
れ
る
。
22

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
基
幹
的
医
療
機
関

へ
の
誘
導
策
を
講
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
医
療
機
関
が

誕
生
す
る
か
は
未
知
数
だ
。

　

ま
た
、「
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
」

を
含
め
て
名
称
が
難
解
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
厚
労
省
は
年
末
ま
で
の
議
論
で
わ
か

り
や
す
い
名
称
案
を
示
す
方
針
だ
。

　

外
来
機
能
報
告
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

病
床
機
能
報
告
と
同
様
に
、
４
月
頃
に
対

象
医
療
機
関
を
抽
出
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ

（
前
年
度
4
～
3
月
）
を
集
計
し
、
９
月

に
対
象
医
療
機
関
に
報
告
の
依
頼
と
Ｎ
Ｄ

Ｂ
デ
ー
タ
の
提
供
、
報
告
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
開
設
を
行
う
。
報
告
の
依
頼
や
デ
ー

タ
提
供
は
病
床
機
能
報
告
と
一
体
的
に
実

施
す
る
。
10
月
末
ま
で
に
医
療
機
関
が
報

告
し
、
12
月
中
に
は
10
月
末
ま
で
に
報
告

さ
れ
た
も
の
を
集
計
し
て
都
道
府
県
に
と

り
ま
と
め
を
提
供
す
る
。
翌
年
1
～
3
月

に
地
域
の
協
議
の
場
で
協
議
し
、
都
道
府

県
が
重
点
的
活
用
外
来
を
基
幹
的
に
担
う

医
療
機
関
を
公
表
す
る
。

　

初
年
度
と
な
る
22
年
度
は
、
基
幹
的
に

担
う
医
療
機
関
を
年
度
内
に
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
協
議

の
場
で
の
議
論
は
同
医
療
機
関
の
内
容
を

中
心
と
す
る
方
針
。
外
来
医
療
の
デ
ー
タ

や
議
論
の
蓄
積
が
少
な
い
た
め
、
紹
介
・

逆
紹
介
の
状
況
を
含
め
厚
労
省
か
ら
提
供

さ
れ
た
デ
ー
タ
と
医
療
機
関
の
意
向
を
基

に
議
論
す
る
。
地
域
の
外
来
機
能
の
明
確

化
・
連
携
は
次
年
度
以
降
に
協
議
す
る
。

　

外
来
機
能
報
告
は
病
床
機
能
報
告
と
異

な
り
、
無
床
診
療
所
の
一
部
で
は
他
の
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
を
受
け
た
り
高

額
な
医
療
機
器
な
ど
で
の
検
査
を
実
施
し

た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
任
意
で

報
告
で
き
る
こ
と
が
医
療
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
無
床
診
療
所
の
取
扱
い
は
現
状

で
は
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
報
告

を
呼
び
か
け
て
希
望
す
る
と
こ
ろ
に
は
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
の
方
策
を
検

討
し
て
い
く
。
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患
者
割
合
の
引
上
げ
な
ど
）
は
21
年
３
月

末
ま
で
に
一
度
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
21
年

３
月
の
中
医
協
で
の
議
論
の
結
果
、
同
年

９
月
30
日
に
延
長
さ
れ
た
。
地
域
医
療
体

制
確
保
加
算
の
救
急
搬
送
受
け
入
れ
件
数

な
ど
、
施
設
基
準
等
で
年
間
実
績
を
使
用

し
て
い
る
も
の
は
、
本
来
は
21
年
４
月
１

日
か
ら
20
年
の
実
績
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
21
年
３

月
の
総
会
で
、
９
月
30
日
ま
で
は
19
年
の

実
績
値
で
反
映
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
て

い
る
（
コ
ロ
ナ
病
床
を
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
医
療
機
関
は
22
年
３
月
31
日
ま
で
）。

　

同
日
の
総
会
で
は
、
事
務
局
が
レ
セ
プ

ト
の
算
定
件
数
の
推
移
な
ど
を
示
し
た
。

そ
れ
を
み
る
と
、
20
年
４
～
５
月
は
前
年

同
月
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
後
増
加
に
転
じ
21
年
３
月
と
４
月
は

19
年
の
同
月
比
96
・
２
％
と
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
と
な
っ
て
い
た
。
医
科
で
は
外

来
は
21
年
４
月
が
19
年
同
月
比
95
・
３
％

だ
っ
た
が
、
入
院
は
99
・
９
％
に
改
善
し
、

レ
セ
プ
ト
点
数
も
コ
ロ
ナ
前
と
同
水
準
を

保
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、

６
月
18
日
に
閣
議
決
定
し
た
骨
太
の
方
針

２
０
２
１
で
は
、「
感
染
症
を
踏
ま
え
た

診
療
報
酬
上
の
特
例
措
置
の
効
果
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
患
者
を
受
け
入

れ
る
医
療
機
関
に
対
し
、
減
収
へ
の
対
応

　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で
は
７
月
か

ら
コ
ロ
ナ
・
感
染
症
対
応
、
外
来
、
入
院
、

在
宅
、
歯
科
、
調
剤
、
個
別
事
項
（
不
妊

治
療
の
保
険
適
用
や
、
働
き
方
改
革
の
推

進
、
医
薬
品
の
適
切
な
使
用
の
推
進
、
歯

科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定
）
の
各
項
目
を

議
論
し
て
き
た
。

1
コ
ロ
ナ
・
感
染
症
対
策

 

特
例
は
コ
ロ
ナ
対
応
病
院
に
限
定

　

1
巡
目
の
議
論
で
焦
点
と
な
っ
た
の

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

だ
。
22
年
度
改
定
の
議
論
を
開
始
し
た
７

月
７
日
の
総
会
で
は
、
の
っ
け
か
ら
コ
ロ

ナ
・
感
染
症
対
応
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。

　

20
年
度
改
定
の
諮
問
・
答
申
の
直
後
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
が
国
内
で
感
染
拡
大
し
、

政
府
は
補
正
予
算
や
予
備
費
等
な
ど
を
通

じ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る
医
療
機

関
等
へ
の
交
付
金
な
ど
の
各
種
支
援
を
講

じ
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
で
は
、
20
年
４
月
に
感
染
患

者
の
外
来
診
療
で
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施

料
、
入
院
管
理
で
救
急
医
療
管
理
加
算
等

を
算
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
各
種
加
算
の
増
額
な
ど
の
多
様
な
特

例
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
小
児
を
は
じ
め

と
す
る
利
用
控
え
を
背
景
に
、
さ
ら
な
る

支
援
策
を
21
年
度
予
算
で
計
上
し
、
21
年

4
月
1
日
か
ら
は
乳
幼
児
の
外
来
診
療
で

初
再
診
に
か
か
わ
ら
ず
患
者
ご
と
に
医
科

１
０
０
点
、
歯
科
55
点
、
調
剤
12
点
（
10

月
以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
50
点
、
28
点
、
６
点
）

な
ど
を
年
度
末
ま
で
特
例
的
に
算
定
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
感
染
予
防
策
は
す
べ
て

の
医
療
機
関
に
必
要
だ
と
し
て
、
か
か
り

増
し
経
費
を
み
る
趣
旨
で
今
年
４
月
か
ら

外
来
初
・
再
診
は
１
回
あ
た
り
５
点
、
入

院
は
１
日
当
た
り
10
点
、
訪
問
看
護
は
１

回
あ
た
り
50
円
な
ど
を
算
定
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
措
置
は
９
月
末
ま
で
で
、

10
月
以
降
は
感
染
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て

年
度
前
半
の
措
置
を
単
純
延
長
す
る
こ
と

も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
20
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
当
初

は
同
年
９
月
末
ま
で
と
し
て
い
た
実
績
要

件
の
経
過
措
置
（
急
性
期
一
般
入
院
料
等

の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
該
当

を
含
め
た
経
営
上
の
支
援
や
病
床
確
保
・

設
備
整
備
等
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
、

診
療
報
酬
や
補
助
金
・
交
付
金
に
よ
る
今

後
の
対
応
の
在
り
方
を
検
討
し
、
引
き
続

き
実
施
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

診
療
側
委
員
か
ら
は
「
医
療
機
関
の
感

染
対
策
や
十
分
な
体
力
の
回
復
を
行
う
た

め
、
現
在
の
特
例
的
な
対
応
を
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」（
松
本
吉
郎
委
員
＝
日

本
医
師
会
常
任
理
事
）
な
ど
、
９
月
末
に

終
了
す
る
措
置
の
延
長
を
求
め
る
意
見
が

相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
支

払
側
委
員
は
特
例
の
終
了
を
求
め
、
議
論

は
平
行
線
を
辿
っ
て
い
た
。

　

9
月
15
日
の
総
会
で
は
、
20
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
経
過
措
置
を
議
論
し
、
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
医
療
機
関
に

対
し
て
は
22
年
３
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
承
認
し
た
。

　

３
月
の
総
会
で
経
過
措
置
の
２
回
目
の

延
長
を
承
認
す
る
に
あ
た
り
、
医
療
機
関

な
ど
の
実
情
を
適
切
に
把
握
す
る
観
点
か

ら
、
施
設
基
準
を
満
た
せ
な
い
な
ど
を
理

由
に
経
過
措
置
延
長
の
対
象
と
な
る
医
療

機
関
に
対
し
て
は
実
績
を
届
け
出
る
よ
う

求
め
て
い
る
。
同
日
の
総
会
は
そ
の
実
績

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
施
設
基
準
の
経
過
措

置
を
設
け
た
項
目
で
、
施
設
基
準
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
と
報
告
が
あ
っ
た
の
は

第
２
部　

診
療
報
酬
改
定

新
型
コ
ロ
ナ
の
特
例
は
拡
充
続
く

強
ま
る
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
圧
力

「外来機能報告制度と22年診療報酬改定の議論の進捗」
特集 F e a t u r e d  A r t i c l e s
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「外来機能報告制度と22年診療報酬改定の議論の進捗」
特集 F e a t u r e d  A r t i c l e s

病
院
１
６
１
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

16
だ
っ
た
。
病
院
の
内
訳
は
①
新
型
コ
ロ

ナ
の
重
点
医
療
機
関
37
、
②
協
力
医
療
機

関
31
、
③ 

①
と
②
で
は
な
い
が
コ
ロ
ナ
患

者
受
け
入
れ
病
床
を
割
り
当
て
ら
れ
た
病

院
17
、
④ 
①
～
③
で
は
な
い
が
コ
ロ
ナ
患

者
等
の
受
け
入
れ
や
職
員
派
遣
等
を
行
っ

た
病
院
35
、
⑤ 
①
～
④
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
病
院
41
だ
っ
た
。

　

急
性
期
一
般
入
院
料
１
で
本
来
２
以
下

に
変
更
さ
れ
る
も
の
は
34
病
院
あ
り
、
施

設
基
準
要
件
を
満
た
さ
な
い
理
由
に
は
受

診
控
え
（
外
来
、
入
院
患
者
の
減
な
ど
）

や
受
け
入
れ
制
限
（
外
来
・
入
院
患
者
受

入
制
限
な
ど
）、転
院
受
け
入
れ
・
拒
否
（
普

段
と
異
な
る
病
態
の
患
者
受
け
入
れ
や
転

院
可
能
な
患
者
の
転
院
先
が
少
な
い
な

ど
）、
病
棟
の
運
用
（
コ
ロ
ナ
対
応
で
看

護
配
置
な
ど
変
更
）、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
、

改
定
前
後
の
基
準
に
該
当
す
る
も
の
（
改

定
前
の
基
準
な
ら
満
た
し
て
い
る
が
改
定

後
の
新
基
準
だ
と
満
た
せ
て
い
な
い
）
が

挙
げ
ら
れ
た
。
①
～
④
に
該
当
し
な
い
医

療
機
関
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
コ
ロ
ナ
関

連
の
要
因
よ
り
も
、
改
定
前
の
基
準
な
ら

満
た
す
が
改
定
後
の
新
基
準
は
満
た
せ
な

い
と
い
う
理
由
が
比
較
的
多
か
っ
た
。

　

年
間
の
診
療
実
績
で
届
出
が
あ
っ
た
の

は
病
院
67
、
診
療
所
２
、
歯
科
診
療
所
１
、

薬
局
１
５
６
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

２
だ
っ
た
。

　

調
査
結
果
を
受
け
、
経
過
措
置
の
特
例

の
対
象
と
な
る
医
療
機
関
は
一
部
に
止
ま

り
、
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
病
床
を
割
り

当
て
ら
れ
た
対
象
医
療
機
関
は
割
り
当
て

ら
れ
て
い
な
い
医
療
機
関
に
比
べ
コ
ロ
ナ

関
係
で
直
接
的
に
診
療
に
影
響
を
受
け
て

い
る
と
分
析
。
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
の

重
点
医
療
機
関
、
協
力
医
療
機
関
、
コ
ロ

ナ
患
者
受
け
入
れ
病
床
を
割
り
当
て
ら
れ

た
医
療
機
関
は
22
年
３
月
31
日
ま
で
経
過

措
置
を
延
長
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
9
月

末
で
終
了
す
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
の
診
療
実
績
を
求
め
る
施

設
基
準
に
つ
い
て
は
、
特
例
の
対
象
と
な

る
医
療
機
関
は
僅
少
だ
っ
た
が
、
今
後
の

コ
ロ
ナ
の
変
化
を
正
確
に
予
測
で
き
な
い

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
示
し
た
取
扱
い
の
と

お
り
、
重
点
医
療
機
関
等
は
22
年
３
月
31

日
ま
で
特
例
措
置
を
利
用
で
き
、
そ
の
他

の
医
療
機
関
は
９
月
末
で
終
了
し
た
。

　

次
い
で
、
9
月
末
に
終
了
す
る
初
再
診

へ
の
加
算
な
ど
に
つ
い
て
は
、
期
限
を
直

前
に
控
え
た
9
月
28
日
の
会
見
で
、
田
村

憲
久
厚
生
労
働
大
臣（
当
時
）は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
か
か
り
増
し
経
費
に
対
す
る
診

療
報
酬
の
加
算
は
９
月
末
で
終
了
し
、
10

月
か
ら
は
補
助
金
な
ど
で
支
援
し
て
い
く

枠
組
み
に
変
更
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
感
染
防

止
対
策
の
費
用
が
対
象
で
、
国
の
補
助
金

に
よ
り
病
院
・
有
床
診
療
所（
医
科
、歯
科
）

は
10
万
円
、無
床
診
療
所（
同
）は
８
万
円
、

薬
局
・
訪
問
看
護
事
業
者
・
助
産
所
は

６
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限
に
補
助
す
る
。

　

併
せ
て
、
冬
期
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

の
診
療
を
行
う
医
療
機
関
に
対
し
て
は
さ

ら
に
診
療
報
酬
上
の
特
例
を
設
け
た
。　

　

議
論
の
後
半
に
向
け
、
厚
労
省
は
通
常

の
医
療
経
済
実
態
調
査
の
ほ
か
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
み
る
た
め
21
年
６
月
と
、

比
較
対
象
と
し
て
19
年
６
月
、
20
年
６
月

の
単
月
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
調

査
結
果
が
11
月
頃
に
報
告
さ
れ
る
予
定

で
、
22
年
度
改
定
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。

2 

外
来

 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
詳
細
は
年
末
か

　

7
月
7
日
の
総
会
で
は
、
外
来
も
テ
ー

マ
と
し
た
。

　

外
来
医
療
で
は
、
第
1
部
で
も
紹
介
し

た
よ
う
に
、
定
額
負
担
の
対
象
拡
大
に
関

す
る
措
置
が
焦
点
と
な
る
。
紹
介
状
な
し

で
受
診
す
る
場
合
の
定
額
負
担
の
導
入
等

に
つ
い
て
、
20
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の
方
針
」

で
は
、
対
象
を
現
行
の
特
定
機
能
病
院
と

２
０
０
床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
か

ら
、「
紹
介
患
者
へ
の
外
来
を
基
本
と
す

る
医
療
機
関
」
の
う
ち
一
般
病
床
２
０
０

床
以
上
の
病
院
に
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
紹
介
状
な

し
で
敢
え
て
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
に
受
診

す
る
患
者
に
対
し
、
保
険
給
付
の
範
囲
か

ら
一
定
額
（
初
診
の
場
合
、
２
０
０
０
円

程
度
）
を
控
除
し
、
そ
れ
と
同
額
以
上
の

定
額
負
担
を
追
加
的
に
求
め
る
よ
う
な
仕

組
み
を
拡
充
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の
特
例
と
し
て
20
年
4
月
か
ら

初
診
時
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
政
府
は

22
年
度
か
ら
は
恒
久
化
す
る
方
針
。
21
年

６
月
18
日
閣
議
決
定
の
規
制
改
革
実
施
計

画
で
は
、
初
診
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

恒
久
化
と
と
も
に
、
対
面
診
療
と
の
関
係

を
考
慮
し
て
診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
対
面
診
療
に
比
べ
低
い
点

数
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
評
価
が

規
制
改
革
会
議
な
ど
か
ら
要
請
さ
れ
る
と

み
ら
れ
る
。
厚
労
省
は
医
政
局
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針

の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
会
で
、
恒
久
化

に
向
け
た
具
体
的
な
要
件
な
ど
を
検
討
し

て
お
り
、
秋
に
指
針
を
改
訂
す
る
予
定
。

そ
れ
に
併
せ
、
報
酬
上
の
措
置
も
検
討
し

て
い
く
。
た
だ
、
10
月
末
に
衆
院
選
が
行
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終
了
す
る
か
も
論
点
と
な
る
。

　

入
院
医
療
の
評
価
体
系
に
つ
い
て
、
支

払
側
の
幸
野
庄
司
委
員
（
健
保
連
理
事
）

は
「
24
年
か
ら
新
た
な
医
療
計
画
が
始
ま

り
、
22
年
を
め
ど
に
地
域
医
療
構
想
の
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
延
長
線
で
は
な
く
、

今
ま
で
と
異
な
る
施
策
が
必
要
に
な
る
」

と
、
22
年
度
改
定
で
は
地
域
医
療
構
想
を

見
据
え
た
報
酬
体
系
を
検
討
す
る
よ
う
求

め
た
。
こ
れ
に
城
守
国
斗
委
員
（
日
本
医

師
会
常
任
理
事
）
は
、
医
療
機
関
は
新
型

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
厳
し
い
と
し
て
今

改
定
で
の
対
応
に
難
色
を
示
し
た
。

　

療
養
病
床
の
経
過
措
置
の
取
扱
い
で
池

端
幸
彦
委
員
（
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
副

会
長
）
は
「
地
域
事
情
も
あ
る
の
で
、
患

者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
と
丁
寧
な
議
論
を
求
め
た

の
に
対
し
、
幸
野
委
員
は
「
予
定
ど
お
り

経
過
措
置
は
廃
止
す
べ
き
」
と
主
張
し
た
。

4 

在
宅

 
支
払
側
は
訪
問
看
護
の
増
加
を
懸
念

　

今
後
の
高
齢
化
の
進
展
や
地
域
医
療
構

想
に
よ
る
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
で
需

要
が
大
幅
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
在

宅
医
療
。
8
月
25
日
の
総
会
で
は
、
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
の
数
が
伸
び
悩
ん
で
い

わ
れ
、
政
治
マ
タ
ー
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
詳
細
に
踏
み
込
む
の
は
年
末
ぎ
り

ぎ
り
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
3 
入
院

  

18
年
度
の
評
価
体
系
の

  

再
見
直
し
を
求
め
る
声
も

　

8
月
25
日
の
総
会
で
は
、
入
院
医
療
を

議
論
し
た
。
事
務
局
が
示
し
た
論
点
で
は
、

医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
促
進
す
る
入

院
医
療
の
提
供
体
制
の
評
価
の
あ
り
方
と

し
た
。
議
論
で
支
払
側
は
、
18
年
度
改
定

で
見
直
し
た
入
院
の
評
価
体
系
に
つ
い

て
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
て
強

力
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
と
主
張
し
た
の

に
対
し
、
診
療
側
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
は

現
状
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
た
。

　

入
院
医
療
の
評
価
体
系
は
18
年
度
改
定

で
、
基
本
的
な
医
療
の
評
価
部
分
と
診
療

実
績
に
応
じ
た
段
階
的
な
評
価
部
分
の
二

つ
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
評
価
体
系
に

再
編
・
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
急
性

期
医
療
で
は
18
年
度
改
定
前
の
７
対
１
に

相
当
す
る
要
件
を
適
用
す
る
急
性
期
一
般

入
院
料
１
と
、
入
院
料
2
～
７
に
細
分
化

さ
れ
、
機
能
に
応
じ
て
弾
力
的
に
変
更
で

き
る
緩
や
か
な
下
り
坂
が
設
定
さ
れ
た
。

　

20
年
度
改
定
で
は
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
の
評
価
項
目
や
該
当
患
者
割
合
な

ど
を
見
直
し
て
お
り
、
急
性
期
一
般
入
院

料
１
は
必
要
度
Ⅰ
で
該
当
患
者
割
合
31
％
、

必
要
度
Ⅱ
で
29
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
制
度

の
30
％
、
25
％
か
ら
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

必
要
度
の
Ｂ
項
目
を
患
者
の
状
態
と
介
助

の
実
施
に
分
け
た
評
価
と
し
、「
根
拠
と
な

る
記
録
」
を
不
要
と
す
る
負
担
軽
減
策
も

講
じ
た
。
入
院
医
療
の
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
19
年
と
20
年
の
改
定
前
後
で
必
要
度

Ⅰ
の
該
当
患
者
割
合
に
変
化
は
な
か
っ
た

が
、
必
要
度
Ⅱ
で
は
急
性
期
一
般
入
院
料

５
を
除
い
て
改
定
前
よ
り
も
改
定
後
の
ほ

う
が
高
く
、
要
件
見
直
し
に
よ
っ
て
算
定

し
や
す
く
な
っ
た
状
況
が
う
か
が
え
た
。

　

慢
性
期
医
療
の
う
ち
、
療
養
病
棟
入
院

基
本
料
で
は
医
療
区
分
２
・
３
の
占
め
る

割
合
が
入
院
料
１
は
95
％
以
上
が
最
も
多

く
、
入
院
料
２
は
50
％
以
上
55
％
未
満
と

75
％
以
上
80
％
未
満
が
多
く
、
経
過
措
置

で
は
50
％
未
満
と
50
％
以
上
の
病
棟
が
両

方
存
在
し
た
。
行
わ
れ
て
い
る
医
療
を
み

る
と
経
過
措
置
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
数
が
多
く
、
療
養
病
棟
入
院
基
本

料
と
し
て
の
役
割
か
ら
ず
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
経
過
措

置
１
は
20
年
度
改
定
で
療
養
病
棟
入
院
料

２
の
マ
イ
ナ
ス
15
％
に
評
価
を
見
直
す
と

と
も
に
、
次
回
改
定
（
22
年
度
）
時
に
経

過
措
置
の
終
了
時
期
を
改
め
て
検
討
す
る

と
し
て
お
り
、
そ
の
措
置
を
予
定
ど
お
り

る
状
況
か
ら
、
要
件
緩
和
を
図
る
よ
う
求

め
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
。

　

在
支
診
は
２
０
０
６
年
度
改
定
で
創
設

さ
れ
、
当
初
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
も
の

の
現
在
は
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
て
い

る
。
在
支
診
の
届
出
を
行
わ
な
い
理
由
は

「
24
時
間
の
往
診
担
当
医
の
確
保
が
困
難
」

が
８
割
を
超
え
た
。
ま
た
、
18
年
度
改
定

で
在
支
診
以
外
の
診
療
所
が
か
か
り
つ
け

の
患
者
に
対
し
、
他
の
医
療
機
関
と
の
連

携
で
24
時
間
の
往
診
体
制
と
連
絡
体
制
を

構
築
し
た
場
合
の
評
価
と
し
て
継
続
診
療

加
算
が
新
設
さ
れ
た
が
、
算
定
し
な
い
理

由
に
は
「
24
時
間
の
連
絡
・
往
診
体
制
構

築
に
向
け
た
協
力
医
療
機
関
が
確
保
で
き

な
い
」
が
最
も
多
か
っ
た
。

　

厚
労
省
は
論
点
に
質
の
高
い
在
宅
医

療
を
十
分
な
量
提
供
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
診
療
報
酬
の
あ
り
方
を
あ
げ

た
。
城
守
委
員
は
在
支
診
の
届
出
は
24
時

間
３
６
５
日
の
対
応
が
障
壁
と
な
っ
て
い

る
と
し
て
、「
例
え
ば
、
す
ぐ
に
入
院
で

き
る
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
チ
ー
ム

医
療
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
と
な

る
」
と
提
案
し
た
。
ま
た
、
在
宅
専
門
診

療
所
と
か
か
り
つ
け
医
の
実
施
の
差
別
化

を
求
め
た
。
幸
野
委
員
は
「
量
の
確
保
の

た
め
に
安
易
な
要
件
緩
和
や
評
価
引
上
げ

を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
質
の
確
保
を

前
提
に
、
か
か
り
つ
け
医
を
中
心
に
進
め

「外来機能報告制度と22年診療報酬改定の議論の進捗」
特集 F e a t u r e d  A r t i c l e s
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て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

　

訪
問
看
護
で
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
医
療
費
の
伸
び
率
が
大
き
く
、

利
用
者
の
主
傷
病
は
「
精
神
及
び
行
動
の

障
害
」
が
４
割
で
年
々
増
加
し
て
い
る
。

幸
野
委
員
は
医
療
保
険
で
の
伸
び
率
が
二

桁
と
な
っ
て
い
る
点
に
ふ
れ
、「
パ
イ
は

大
き
く
は
な
い
が
、
全
体
の
医
療
給
付
費

に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
患
者

の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
訪
問
看
護
が
行

わ
れ
て
い
る
か
心
配
し
て
い
る
」
と
、
訪

問
の
頻
度
や
訪
問
す
る
職
種
な
ど
を
医
師

が
指
定
す
べ
き
と
主
張
し
た
。

5 

歯
科

 

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
の
明
確
化
を

　

歯
科
を
議
論
し
た
8
月
4
日
の
総
会

で
、
厚
労
省
は
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
求

め
ら
れ
る
機
能
や
医
科
歯
科
連
携
等
の
他

職
種
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
対
応
な
ど

を
論
点
に
示
し
た
。

　

歯
科
の
診
療
報
酬
上
の
評
価
で
は
、
18

年
度
改
定
で
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強

化
型
歯
科
診
療
所
に
う
蝕
や
歯
周
病
の
重

症
化
予
防
に
関
す
る
継
続
的
な
管
理
実
績

を
要
件
と
し
て
追
加
し
評
価
を
引
き
上
げ

た
ほ
か
、
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
料
の

見
直
し
な
ど
か
か
り
つ
け
医
と
の
情
報
共

有
連
携
の
評
価
を
行
っ
た
。

　

論
点
に
対
し
、
支
払
側
か
ら
幸
野
委
員

は
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
見
え
る
化

が
十
分
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
同
診
療
所
の
み
算
定
で
き
る

加
算
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
プ
レ
ミ
ア
ム
価

格
を
継
続
す
る
な
ら
、
在
宅
医
療
実
施
が

年
間
５
回
な
ど
の
実
績
要
件
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
迫
っ
た
。

6 

調
剤

 

地
域
連
携
薬
局
な
ど
の
評
価
が
焦
点

　

調
剤
の
1
回
目
の
議
論
は
７
月
14
日
に

行
っ
た
。

　

薬
機
法
の
改
正
に
よ
り
、
20
年
９
月
１

日
に
調
剤
後
も
継
続
的
な
服
薬
指
導
や
服

薬
状
況
等
の
把
握
を
行
う
こ
と
が
薬
剤
師

の
業
務
に
加
え
ら
れ
、
21
年
８
月
１
日
施

行
分
で
は
、
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
の

情
報
連
携
や
在
宅
医
療
等
に
一
元
的
・
継

続
的
に
対
応
で
き
る
薬
局
と
し
て
地
域
連

携
薬
局
を
、
が
ん
等
の
専
門
的
な
薬
学
管

理
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
で
き
る

薬
局
と
し
て
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
の

認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
地
域
連
携
薬

局
と
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
と
し
て
認

定
さ
れ
た
薬
局
の
評
価
が
今
後
議
論
さ
れ

て
い
く
見
通
し
。

　

総
会
の
議
論
で
は
、
大
病
院
な
ど
の
敷

地
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
敷
地
内
薬
局
に

つ
い
て
、
評
価
を
疑
問
視
す
る
意
見
な
ど

が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
有
澤
賢
二
委
員

（
日
本
薬
剤
師
会
常
任
理
事
）
は
「
機
能

が
院
内
薬
局
と
変
わ
ら
な
い
な
ら
ば
保
険

指
定
し
て
い
る
必
要
が
な
い
。
今
後
の
議

論
で
論
点
と
し
て
明
示
し
て
ほ
し
い
」
と

要
請
し
た
。
松
本
委
員
も
院
内
薬
局
と
の

違
い
な
ど
を
整
理
す
べ
き
と
し
た
。

7 

個
別
事
項

 

不
妊
治
療
は
関
連
審
議
会
で

 

併
行
し
て
議
論

　

７
月
21
日
の
総
会
で
は
、
個
別
事
項
を

議
論
し
た
。
そ
の
う
ち
、
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
は
菅
前
首
相
の
肝
い
り
で
22
年
度

改
定
で
実
施
さ
れ
る
。

　

現
在
の
不
妊
治
療
は
検
査
か
ら
男
性
不

妊
・
女
性
不
妊
の
治
療
に
対
し
て
は
保
険

適
用
さ
れ
る
が
、
原
因
の
分
か
ら
な
い
機

能
性
不
妊
で
夫
婦
間
で
行
わ
れ
る
人
工
授

精
、
特
定
不
妊
治
療
は
保
険
適
用
外
と
な
っ

て
い
る
。
18
年
時
点
で
の
体
外
受
精
・
顕
微

授
精
に
よ
る
出
生
児
数
は
総
出
生
児
数
の

６
・
20
％
で
年
々
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

　

21
年
３
月
末
に
は
不
妊
治
療
に
関
す
る

実
態
調
査
の
最
終
報
告
が
行
わ
れ
て
お

り
、
６
月
23
日
に
は
日
本
生
殖
医
学
会
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
・
公
表
し
た
。
同

日
の
総
会
で
、
厚
労
省
は
医
療
技
術
、
医

薬
品
、
医
療
機
器
等
、
具
体
的
な
算
定
要

件
や
施
設
基
準
等
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
記
載
事
項
を
参
考
と
し
て
個
別
に

検
討
す
る
と
し
た
。
医
薬
品
等
の
有
効
性
・

安
全
性
等
の
確
認
、
薬
機
法
上
の
承
認
の

可
否
等
は
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
、
医

療
上
の
必
要
性
の
高
い
未
承
認
薬
・
適
応

外
薬
検
討
会
議
で
検
討
す
る
。

　

有
効
性
や
安
全
性
等
を
確
認
し
た
結

果
、
今
改
定
で
は
保
険
適
用
と
な
ら
な
く

て
も
今
後
の
保
険
適
用
を
目
指
す
も
の
に

つ
い
て
は
、
先
進
医
療
等
の
保
険
外
併
用

療
養
費
制
度
を
活
用
す
る
。
保
険
医
療
機

関
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
先
進
医
療
会

議
で
技
術
的
な
審
議
を
進
め
る
と
し
た
。

　

24
年
４
月
に
医
師
の
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
の
に
併
せ
、
22
年

度
改
定
で
の
論
点
と
し
て
、
医
療
従
事
者

の
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
に
対
す
る
診

療
報
酬
の
あ
り
方
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

働
き
方
改
革
を
め
ぐ
る
診
療
報
酬
上
の

措
置
と
し
て
は
、
20
年
度
改
定
で
地
域
の

救
急
医
療
体
制
に
お
い
て
一
定
の
実
績
を

有
す
る
医
療
機
関
で
適
切
な
労
務
管
理
等

を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
地
域
医

療
体
制
確
保
加
算
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　

同
加
算
に
つ
い
て
、
診
療
側
は
現
行
の

対
象
を
拡
大
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

（
文
／
編
集
部
）
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